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背　　景
　高強度レーザーパルスとプラズマとの相互作用で励起される電子プラズマ波（レーザー航跡場）を用いて電子を加速する
レーザー航跡場電子加速は、従来の高周波加速の1000倍以上の超高加速電場を生成可能であることから高エネルギー加速
器の飛躍的な小型化が期待されています。

概要・特徴
　GeV(ギガ電子ボルト)級の大型加速器を卓上サイズにする技術を開発します。
　レーザープラズマ加速器の実用化を目指します。

技術内容
　GeV級の超高エネルギー加速器を卓上サイズで実現可能
と期待され、そのGeV級加速の原理実証もなされたレー
ザープラズマ加速ですが、ビームの安定性／再現性、品質、
制御性等の粒子加速器としての性能指標の現状は、プラズ
マの制御の難しさから従来加速器に遠く及ばず、これらの
確立がレーザー航跡場加速器実現の喫緊の課題となってい
ます。プラズマ中の粒子加速機構の詳細な理解をベースに
これらの課題に取り組み、レーザー加速器の実現を目指し
ます。

社会への影響・期待される効果
　本研究の高エネルギー電子加速の劇的な小型化技術を用いて、卓上サイズの自由電子
レーザーや放射光装置の実現を目指して研究開発が進められています。同時に、レーザー
プラズマ加速の極短パルスかつ高電荷密度の電子ビームは医療応用、創薬、材料科学等への応用の展開も期待され、
既にそれら応用研究の一部は開始されています。

▼

レーザープラズマ駆動高エネルギー電子加速の開発
Development of laser-plasma-driven electron acceleration
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